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修士論文要旨
問題と目的　不登校やいじめなど，子どもの学校不適応状
態が深刻化し続けている中で，不適応に関する研究や取り
組みが盛んに実施されている（大対・大竹・松見，2007）。
本研究では，学校不適応を未然に防ぐことを目的に，国立・
私立小学校受験塾の年長児を対象にSSTを実施して，保護
者が評定した社会的スキル尺度得点を分析し，その効果を
検証する。本研究の仮説は，「SSTを就学前児に実施すると，
社会的スキルが向上する。」と「SSTを保護者の前で実施す
ると，社会的スキルが維持される。」の２つである。
方法　国立・私立小学校受験塾の年長児72名をSSTの対象
者とし，その保護者を質問紙調査の対象とした。実施時期
は2013年10月７日～11月22日であった。SSTは訓練群と待
機群を設定して２回行った。小学校の入試科目の行動観察
対策の時間を利用して，年長児４，５名で１グループを作成
して，１名ずつ講師を配置した。第１回SSTはドミノ並べ，
標的スキルは“協調”あたたかい言葉がけ。第２回SSTは
ソフトブロック積み，標的スキルは“自己表現”自己主張
で，保護者全員に見学してもらい，家庭でも機会を見つけ
て，訓練してほしいと伝えた。質問紙調査は，就学前児用
社会的スキル尺度高橋・岡田・星野・安梅（2008）を用い
て保護者に評定してもらった。この尺度は「協調・自己抑
制・自己表現」の３因子構造を持ち，各10項目合計30項目
から成る。０～２点の３件法で得点が高いほど社会的スキ
ルがあることを示すものであった。
結果　【SSTの効果】独立変数を群と時期，従属変数を就学
前児社会的スキル尺度の総得点とする混合計画の２要因の
分散分析を行った。その結果，時期×群の交互作用が有意
であった（Ｆ（1,70）=113.007,p<.001）。また群要因の主効
果については有意ではなかった。群要因の各水準における
時期要因の単純主効果の検定は，待機群における時期の単
純主効果は有意ではなかった。訓練群においては有意な単
純主効果が認められた（Ｆ（1,70）=243.19,p<.001）。また，
時期要因の各水準における群要因の単純主効果の検定は，
時期１における群の単純主効果は有意ではなかった。時期
２における群においては有意な単純主効果が認められた
（Ｆ（1,70）=4.12,p<.05）。
【維持効果】訓練群に対して，独立変数を時期，従属変数を
社会的スキル尺度総得点の合計点とする対応のある１要因
の分散分析を行った結果，有意な主効果が認められた
（Ｆ（2,68）=124.164,p<.001）。ボンフェローニの多重比較
の結果，SSTを行った直後より１か月後の方が有意に社会
的スキル尺度総得点の合計点が高いことが判明した
（Figure）。
考察　【仮説１】「SSTを就学前児に実施すると，社会的ス
キルが向上する。」に対して，SST実施前には社会的スキル
尺度得点の平均値に差がなかった両群において，訓練群の
み平均値が高くなった。このことから，社会的スキルが向
上したと考えることができる。【仮説２】「SSTを保護者の
前で実施すると，社会的スキルが維持される。」に対して，
SSTを保護者同席のもとで実施して，家庭でも機会を見つ
けて，このような訓練をしてほしいと伝えた結果，SST実
施１か月後の社会的スキル尺度得点の平均値が１週間後よ
りわずかではあるが，統計的にも有意に高くなっていた。こ
のことから，般化は促進され，維持されるだけでなく，向
上したと考えられる。【理論的位置づけと含意】　本研究は，
従来の研究で指摘されていた支援が必要な幼児にSSTを実
施すると，社会的スキルが高くなるという知見を，定型発
達の幼児に展開したものと位置づけられる。また，従来の
研究は，保護者にSSTを実施することを伝えることが効果
の維持につながるという示唆にとどまっているので，実証
データによって検証を行ったのは，本研究が初の試みと言
える。本研究で実施した保護者同席のSSTを，幼稚園や保
育園が保育参観などを利用して取り入れたなら，習い事や
塾で忙しく，遊びを通して環境の中で身に付けることが困
難になった社会的スキルを，獲得した後も維持されること
が期待される。そして，そのことは，就学後の学校不適応
問題解決に寄与する可能性がある。【問題点と今後の課題】
小学校受験塾という特殊な集団においての研究結果である
ので，汎用性に乏しいことが問題点で，幼児期の教育に携
わる者として，入学後のことも考慮して，小学校受験対策
のカリキュラムにSSTを取り入れることの必要性を，同業
者に伝えていくことが課題である。
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Figure　就学前児用社会的スキル尺度の平均値　時期別推移表
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